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広報 2令和４年８月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

ひまわり広場

３年ぶりにひまわり広場が開園しました

広大な畑に 50 万本のひまわりが咲き誇る

その光景はまさにひまわりの海

多くの来場者を魅了する

つなんの夏の風物詩

●記事訂正について

　先月号で掲載いたしました「戸籍の窓」の「おめでとうございます（出産）」で「大平　笑満（えま）」と掲載しましたが、正しくは「太平　笑満（え

ま）」でした。訂正してお詫び申し上げます。
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広報 4令和４年８月号

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　 

レ
ポ
ー
ト

　

今
で
は
多
く
の
か
た
が
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
『
ふ
る
さ
と
納
税
』。
大
手
企

業
も
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

参
入
す
る
な
ど
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
に
関
す
る
現
況
調
査
（
令
和
４
年
７
月
29
日

公
表
）」
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
度
の
全
国

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入
額
は
８
３
０
２
億

円
（
対
前
年
度
比
：
約
1.2
倍
）、
受
入
件
数
は

４
４
４
７
万
件
（
対
前
年
比
：
1.3
倍
）
と
な
っ

て
お
り
、
年
々
全
国
の
受
入
額
・
受
入
件
数

と
も
に
増
加
傾
向
で
す
。

　

新
潟
県
の
状
況
を
見
る
と
、
令
和
２
年
度

の
受
入
額
は
約
１
９
９
億
円
、
受
入
件
数
は

約
73
万
件
。
令
和
３
年
度
の
受
入
額
は
約

２
４
６
億
円
、
受
入
件
数
は
約
88
万
件
と
受

入
額
・
受
入
件
数
と
も
に
対
前
年
度
比
1.2
倍

と
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
一
度
は
１
億
円
の
受
入

額
を
切
っ
た
も
の
の
、
令
和
元
年
度
に
は

１
億
１
千
３
百
万
円
、
令
和
２
年
度
は

１
億
７
千
３
百
万
円
、
令
和
３
年
度
は

１
億
９
千
９
百
万
円
を
超
え
、
過
去
最
高
額

の
受
入
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
と
は
、
全
国
各
地
の
応

援
し
た
い
都
道
府
県
や
市
町
村
に
寄
附
す
る

こ
と
で
、
そ
の
地
域
の
返
礼
品
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
る
魅
力
的
な
制
度
で
す
。

　

寄
附
い
た
だ
い
た
市
町
村
は
、
そ
の
寄

附
金
を
基
に
地
域
活
性
化
や
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。
津
南

町
で
は
、
子
育
て
や
観
光
、
豪
雪
対
策
な

ど
６
つ
の
項
目
を
設
け
、
町
の
事
業
に
活

用
を
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
関
心
が
高
ま
る

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
仕
組
み

１億９千９百万円！
令和３年度ふるさと

納税額

１億９千９百万円！
過去最高額を達成

あなた

あなた

納 税

納税

寄付額の30%以内の
返礼品など

一部を
ふるさと納税で寄附

応援したい市区町村

自分が暮らす
市区町村

自分が暮らす
市区町村

ふるさと納税をしない場合

ふるさと納税をした場合

税金の控除・還付

特 
集
Topic



ふるさと納税レポート

5 広報 令和４年８月号

お 米
（82.61％）

飲 料
　（5.41％）

肉（3.49％）

お酒（2.6％）

菓子（1.43％）

野菜類（1.31％）

加工品（1.09％）

その他（2.06％）

コシヒカリ
（72.96％）

コシヒカリ
　以外
　（8.12％）

もち米（0.58％）

餅（0.75％）

食パン（0.19％）

お米の次は
お水やトマト
ジュース、お酒も
上位にランクイン！

発 見

お米人気が圧倒的！
特に５㎏のお米が人気です。

「今まで食べた中でトップ３に入る」
「味も香りも濃く、

美味しいの一言」などの
コメントを寄せられ高評価！

発 見

期間限定の
ユリや

スイートコーン
も人気！

発 見

　「米どころ新潟」だけあり、県内の多くの市町村でもお米の返礼品が人気となっています。津南町でもお米
の人気は高く、返礼品の TOP10 はお米が占めています。TOP10 には入らなかったものの、津南町の返礼品に
は「水」「ジュース」「豚肉」「日本酒」「お餅」「ユリ」「スイートコーン」なども人気があり、津南町自慢の食材、
農産物が全国へ送られています。
　では、返礼品全体の割合を見てみましょう。

※令和３年４月１日から令和４年３月31日の実績に基づくデータ

ふるさと納税返礼品

人気の返礼品を分析!

人気の
お米を分析!

さすが
「米どころ新潟」
お米はやっぱり
人気ですね



広報 6令和４年８月号

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
町
村
が
寄
附
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、

そ
の
用
途
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
附
金
の
使
い
か
た

の
観
点
か
ら
寄
附
先
の
市
町
村
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。
津
南

町
で
は
左
記
の
よ
う
な
使
い
か
た
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
寄
附
金
の
活
用
実
績
は
、

①
町
長
に
ま
か
せ
る	

約
７
千
５
百
万
円	

約
38
％

②
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り	

約
６
千
４
百
万
円	

約
32
％

③
風
土
・
文
化
・
自
然
を
守
る	

約
２
千
３
百
万
円	

約
11
％

④
豪
雪
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る	

約
１
千
９
百
万
円	

約
10
％

⑤
高
齢
者
に
や
さ
し
い	

約
１
千
万
円	

約
５
％

⑥
観
光
・
交
流
で
に
ぎ
わ
う	

約
７
百
万
円	

約
４
％

　

と
い
う
結
果
と
な
り
、
こ
の
寄
附
金
を
保
育
園
の
運
営
や
ま
つ
り
・

ひ
ま
わ
り
広
場
の
運
営
、
道
路
除
排
雪
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
等
に

活
用
を
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
い
た
だ
く
地
域
を
見
て
み
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
県
外
か
ら
の

寄
附
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
か
た
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
事
業

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
地
域
別
の
寄
附
状
況
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

町
で
は
、
も
っ
と
多
く
の
か
た
か
ら
津

南
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
応
援
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
に
す
る
べ
く
、

課
を
横
断
し
た
職
員
と
地
域
住
民
を
交
え

た
対
策
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
の
多
く
は
津
南
産
の
農
産
物
が

占
め
て
い
る
た
め
、
寄
附
金
の
使
い
か
た

に
「
農
林
業
」
の
項
目
を
設
け
、
町
の
農

林
業
の
活
性
化
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
、
津

南
フ
ァ
ン
を
作
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
方
法
は
な
い
か
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
御
礼
状
の
作
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

選
べ
る
寄
附
金
の

　
　
　  

使
い
か
た

↑高齢者活動に活用

↑安心な雪国生活には欠かせない道路除排雪に活用

↑保育所の運営に活用

使いかたメニュー 活用方法

子育てのしやすいまちづくり
放課後児童の健全な育成
子ども医療費の助成
保育園の運営

観光・交流でにぎわうまちづくり
夏冬のまつりやひまわり広場
大地の芸術祭の運営
観光施設の運営

豪雪でも安心して暮らせるまちづくり
要援護世帯の除雪
一般住宅克雪化の改修
道路除排雪

高齢者にやさしいまちづくり
敬老式の運営
老人クラブの活性化

風土・文化・自然を守るまちづくり
苗場山麓ジオパークの環境保全
日本名水百選龍ヶ窪の環境保全

町長にまかせる 町長が必要と考える事業や施策

津
南
フ
ァ
ン
獲
得
に
向
け
て



ふるさと納税レポート

7 広報 令和４年８月号

北海道

東北

関東甲信越

東海

北
陸

関西
中国

四国

九州

沖縄

63.8％

15.7％
8.9％

4.3％

2.2％

1.4％

1.4％

0.9％

1.0％

0.5％

益々美味しいお米作りをお願いします。 生き甲斐です！ （東京都・男性）

友人が津南町出身なので毎年応援してます！（神奈川県・男性）

雪深いですが無事を祈っています。いつも美味しいお米をありがとうござい
ます。（大阪府・女性）

ひまわりを見に行くのが毎年の我が家の定例行事です。
あのコントラストが大好きです。（千葉県・男性）

自然豊かな地元津南町が大好きです。津南町の良さをどんどん
アピールしていってください！ （茨城県・女性）

４月に申し込んだ「雪美人」は吃驚するほど美味しかったです。
今回はリピートです。 コロナに負けないで・・・。（千葉県・男性）

母の生地が津南町です。最近は訪ねることが出来ませんが、
わたしの第二のふるさとです。自然の恵みを実感できる町
です。（埼玉県・女性）

雪景色を楽しみに訪れますが、住まわれている皆様にとっては大
変なこともあるかと思います。ふるさと納税が雪が磨いたお酒に
変わるのを楽しみにしつつ、雪と暮らす皆さんの生活の支援の一
助になればと思います。（神奈川県・女性）

美しい自然と共存されてる津南町が大好きなので寄付させていただきます。
（東京都・男性）

いつもキャンプ場に行く際に、津南のかたがたにお世話になっています。
いつまでも素晴らしい自然とおいしいものを守ってください。（埼玉県・男性）

ふるさと納税での応援は 2 年目になります！津南町の皆さんを応援できる
のは新潟県民としてとてもうれしい限りです！またおいしい返礼品が楽し
みです（＾＾）/（新潟県・女性）

津南町に縁もゆかりもありませんが、一度観光に行って、とても気に
入りました。冬は行ったことがないので、ぜひ雪の津南町を見にいき
たいと思っています。（愛知県・男性）

豊かな自然が大好きでよくキャンプに訪れ
させて頂きました。いつまでも素敵な町で
ありますように。（東京都・男性）

美味しいお米ありがとうござい
ます（＾＾）頑張ってください。

（鹿児島県・女性）

　各ふるさと納税サイトでは寄附の際に、
応援メッセージを送ることができます。
津南町にも多くの応援メッセージが寄せ
られています。今回は、全国から津南町
に寄せられたメッセージの一部をご紹介
いたします。

【地域内訳】
北海道……………北海道
東　北……………青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
関東甲信越………茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、
　　　　　　　　神奈川県、山梨県、長野県、新潟県
北　陸……………富山県、石川県、福井県
東　海……………岐阜県、静岡県、愛知県
関　西……………三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
中　国……………鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
四　国……………徳島県、香川県、愛媛県、高知県
九　州……………福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県
沖　縄……………沖縄

全国からの
応援メッセージ

地域別の
ふるさと納税

状況

寄付額
100％



広報 8令和４年８月号

　
津
南
中
等
格
技
場
に
は
、
歯
車
や
ば
ち
が

取
り
付
け
ら
れ
た
唐
箕
（
と
う
み
）
や
座
繰

り
な
ど
古
い
農
具
・
民
具
が
並
べ
ら
れ
、
電

気
モ
ー
タ
ー
で
音
楽
を
奏
で
て
い
る
。
岡
淳

（
お
か
ま
こ
と
）
さ
ん
の
作
品
「
農
具
は
楽
器

だ
！
」
は
、
制
作
に
あ
た
り
津
南
中
等
の
生

徒
も
30
人
く
ら
い
手
伝
っ
た
と
い
う
。

　
「
歯
車
を
作
っ
た
の
は
女
子
生
徒
が
多
い

で
す
。
電
気
の
制
御
盤
は
科
学
部
の
男
子
が

一
人
で
作
り
あ
げ
て
お
り
、
視
察
に
来
た
Ｉ

Ｔ
企
業
の
社
長
が
感
心
し
て
ま
し
た
。」

―
生
徒
の
身
近
な
学
校
に
作
品
が
置
か
れ
る

こ
と
に
障
害
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

　
「
学
校
活
動
に
制
限
を
受
け
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
前
校
長
も
、
今
の
校
長
も
、
理

解
の
あ
る
方
で
、進
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
で
は
ほ
ぼ
異
論
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

―
こ
へ
び
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、

探
求
学
習
で
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
取
り
上

げ
る
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
ね
？

　
「
以
前
は
、『
芸
術
祭
を
や
っ
て
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
け
ど
。
よ
く
知
ら
な
い
』
と

い
う
生
徒
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
２
年
前
、

芸
術
祭
が
な
ぜ
始
ま
り
、
地
域
が
ど
う
変

わ
っ
た
か
と
い
う
講
演
を
し
て
頂
い
た
の
で

す
が
、
そ
こ
か
ら
芸
術
祭
に
も
っ
と
関
わ
り

た
い
と
い
う
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。」

―
こ
の
地
域
で
大
地
の
芸
術
祭
が
あ
る
こ
と

を
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
デ
ザ
イ
ン
や

ア
ー
ト
が
キ
ー
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
芸
術

祭
は
時
代
を
先
取
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
、
卒
業
後
ア
ー
ト
や

デ
ザ
イ
ン
分
野
に
進
む
子
も
出
て
い
ま
す
。」

―
先
生
は
こ
れ
ま
で
探
求
学
習
の
充
実
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
芸
術
祭
と
の
関
わ
り
も

そ
の
一
環
で
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
？

　
「
７
年
前
に
私
が
赴
任
し
た
頃
は
、
生
徒

は
地
元
の
こ
と
を
よ
く
思
っ
て
い
な
い
子
が

多
く
、
ま
た
中
等
生
に
つ
い
て
バ
ス
の
マ

ナ
ー
や
歩
道
の
歩
き
方
が
悪
い
な
ど
の
住
民

か
ら
の
苦
情
が
毎
日
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

生
徒
が
外
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
大
事

と
考
え
、
探
求
学
習
『
津
南
妻
有
学
』
で
郷

土
教
育
や
、
津
南
中
等
を
支
援
す
る
会
と
の

探
求
学
習
支
援
な
ど
の
結
果
、
地
域
の
大
人

と
の
関
係
が
次
第
に
出
来
て
き
ま
し
た
。
芸

術
祭
は
生
徒
が
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
と

い
う
点
で
、
と
て
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。」

―
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
の
変
化
は
？

　
「
最
近
は
、
住
民
か
ら
学
校
に
お
褒
め
の

言
葉
も
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
生

徒
も
住
民
と
の
関
係
性
の
中
で
『
津
南
の
大

人
は
す
げ
ぇ
』
と
言
う
子
が
多
い
で
す
。」

　
芸
術
祭
は
、
外
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、

住
民
同
士
の
絆
も
創
っ
て
い
る
。
生
徒
が
芸

術
祭
を
通
じ
て
郷
土
を
誇
り
に
感
じ
、
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

大
地
の
芸
術
祭

２
０
２
２

芸
術
祭
が
つ
な
ぐ
学
生
と
住
民
の
絆

● 岡淳 + 音楽水車プロジェクト「農具は楽器だ！」
ジャズミュージシャンを生業とするアーティストが、
農具の楽器とライブパフォーマンス。
日時　８/27 ㈯・８/28 ㈰
　　　各日午後 1 時～と午後３時 30 分～の 2 回開演
会場　津南中等教育学校
料金　一般前売り 1,000 円（一般当日 1,500 円）
　　　小 中 高 生　500 円（前売・当日共）

大地の芸術祭ホームページからオンライン予約できま
す。また苗場酒造敷地内にある総合案内所でもチケット
販売中。

　
芸
術
祭
は
、
作
品
制
作
や
お
も
て
な
し
な
ど
に
関
わ
る
地
域
住
民
に
も
変
化
を
も
た
ら
し

て
き
た
。
今
回
、
津
南
中
等
教
育
学
校
（
関
口
和
之
校
長
）
の
生
徒
が
大
き
く
芸
術
祭
に
関

わ
っ
て
い
る
。
津
南
中
等
に
赴
任
以
来
、
地
域
と
生
徒
の
関
係
作
り
を
進
め
て
き
た
小
山
尚

之
先
生
の
ね
ら
い
と
は
？

インフォメーション

生徒がつくった制御盤

津南中等での作品説明会

小山尚之先生
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芸
術
祭
で
地
域
の
強
い
つ
な
が
り
を
示
し
て
き
た
三
箇
地
区
。
今
年
も

辰
ノ
口
砂
防
堰
堤
前
で
土
日
に
直
売
所
を
出
し
て
い
ま
す
。

　「
三
箇
を
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
に
す
る
会
」（
通
称
「
明
住
会
」）
の

会
長
、
恩
田
秀
樹
さ
ん
に
話
し
を
伺
い
ま
す
。

―
明
住
会
は
ど
ん
な
会
で
す
か
？

　

三
箇
地
区
３
集
落
の
全
世
帯
や
団
体
を
会
員

と
し
て
、
駅
や
学
校
の
草
刈
り
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
し
、
最
近
は
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど
も
取
組
ん
で
い
ま
す
。

―
芸
術
祭
と
最
初
の
関
わ
り
は
？

　

２
０
１
５
年
に
辰
ノ
口
ト
ヤ
沢
の
砂
防
堰
堤

前
で
、
磯
辺
先
生
の
「
土
石
流
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
を
作
成
し
た
時
は
、
会
の
事
業
と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
多
く
の
住
民
か
ら
参
加
い
た

だ
き
、
ポ
ー
ル
を
黄
色
に
塗
装
し
、
建
て
込
み

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

―
直
売
所
も
明
住
会
の
活
動
で
す
か
？

　

作
品
を
見
に
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
の

で
、、
こ
の
地
区
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
の
産

品
を
売
っ
て
み
よ
う
と
い
う
事
で
「
ト
ヤ
沢
直

売
所
」
を
作
り
ま
し
た
。
有
志
約
30
名
で
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

―
今
年
も
直
売
所
が
出
て
ま
す
ね

　

大
勢
の
お
客
様
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
２
０
１
８
年
の
作
品
設
置
の
時
も
明

住
会
で
お
手
伝
い
し
、
直
売
所
を
毎
日
出
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
も
磯
辺
先
生
の
作
品
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
も
少
し
高
齢
に

な
っ
た
の
で
、
無
理
を
せ
ず
土
日
だ
け
出
店
し

て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
森
さ

ん
の
発
案
で
、
桜
色
の
草
木
染
な
ど
で
、
手
作

り
の
ぼ
り
旗
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。

―
芸
術
祭
と
直
売
所
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
効
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
か
？

　

都
会
の
人
か
ら
三
箇
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
交

流
で
き
る
と
い
い
と
も
思
い
ま
す
が
、
地
域
の

中
で
も
普
段
行
き
会
わ
な
い
人
も
い
ま
す
の

で
、
作
品
設
置
作
業
や
直
売
所
が
地
域
内
で
の

交
流
に
も
な
っ
て
ま
す
。
ま
た
木
工
品
を
出
し

て
い
る
方
は
95
歳
の
お
じ
い
さ
ん
な
ん
で
す

が
、
他
の
人
が
持
っ
て
き
て
い
る
野
菜
と
同
様

に
売
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
お
年
寄

り
の
生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
」
に
な
っ
て
く

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

風
の
力
で
穀
類
と
殻
を
分
け
る

唐
箕
や
糸
を
紡
ぐ
座
繰
り
な
ど
、

今
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
地
域

の
古
い
農
具
や
民
具
を
譲
り
受
け

て
、
歯
車
や
弦
、
バ
チ
な
ど
を
つ

け
楽
器
に
変
え
た
も
の
を
、
津
南

中
等
の
格
技
場
で
展
示
。
一
部
は

見
学
者
自
ら
演
奏
す
る
事
が
で
き

る
が
、残
り
は
モ
ー
タ
ー
を
つ
け
、

自
動
演
奏
で
楽
曲
が
奏
で
ら
れ
て

い
る
。
に
ぎ
や
か
に
、
し
か
し
ど

こ
か
の
ど
か
な
曲
調
は
、
か
つ
て

農
具
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
里
山

を
想
起
さ
せ
る
。

　

作
者
は
、
三
箇
地
区
で
は

２
０
１
５
年
の『
土
石
流
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
、』
２
０
１
８
年
に
『
サ

イ
フ
ォ
ン
導
水
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』

を
作
成
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
記

録
パ
ネ
ル
や
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
作
家
が

地
域
と
の
交
流
の
中
で
昭
和
初
期

に
書
か
れ
た
外
丸
の
郷
土
教
本
を

見
つ
け
、
そ
の
内
容
の
す
ば
ら
し

さ
を
紹
介
す
べ
く
パ
ネ
ル
に
し
て

展
示
し
て
い
る
。
地
域
と
人
の
暮

ら
し
に
こ
だ
わ
っ
た
作
家
ら
し
い

展
示
と
な
っ
て
い
る
。

岡淳 + 音楽水車プロジェクト磯辺 行久 M072Ｍ 071

農具は楽器だ！三箇の人々は自然の厳しさ恵みを生かし、
郷土を育んできた

明
住
会　

会
長　

恩
田
秀
樹
さ
ん

芸術祭
私
その４

と

作品ピックアップ

【公開】7/30 ～ 9/4 は火・水曜日以外

トヤ沢直売所

【公開】7/30～8/25は火・水曜日以外毎日、8/27、8/28､9/4､9/10､9/11
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

自
筆
証
書
遺
言
書
を

法
務
局
が
保
管
し
ま
す

電
話
相
談「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」を
行
い
ま
す

令
和
４
年
度 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

患
者
・
家
族
の
集
い

信濃川水系河川整備計画（変更原案）に対する
関係住民からいただいたご意見と
回答についてお知らせいたします。
信濃川水系河川整備計画（変更原案）に対する関係住民か
ら頂いたご意見と回答について、下記の信濃川水系河川
整備計画ホームページで掲載しております。
なお、9月1日㈭～
10月31日㈪の期間、
津南町役場２階の
建設課においても
ご覧いただけます。

く
ら
し

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

　

９
月
７
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

９
月
７
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

皆
様
が
作
成
し
た
「
自
筆
証
書
遺
言
書
」

を
法
務
局
で
保
管
す
る
こ
と
で
、
自
筆
証
書

遺
言
書
の
問
題
点
で
あ
っ
た
、「
家
族
に
発

見
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
」、「
改
ざ
ん
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
」こ
と
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
や
、
公
正
証

書
遺
言
の
よ
う
な
証
人
は
不
要
で
す
。

　

御
自
身
の
財
産
を
御
家
族
に
確
実
に
託
す

た
め
に
、
自
分
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局

に
保
管
し
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
法
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
８
月
26
日
㈮
か
ら
９
月

１
日
㈭
ま
で
を「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

■
日
時　

　

９
月
29
日
㈭　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

■
会
場

　

新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局

　

１
階　

入
札
室

■
対
象
者

　

在
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

患
者
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
（
多
系
統
萎
縮
症
、

進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症

の
か
た
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

■
定
員　

20
人
（
先
着
）

■
内
容　

講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
リ
ハ

ビ
リ
（
仮
）」、
参
加
者
同
士
の
座
談
会

■
講
師

　

新
潟
県
立
十
日
町
病
院　

　

主
任
作
業
療
法
士　

梨
本　

英
明　

氏

■
締
め
切
り　

９
月
15
日
㈭

■
お
申
し
込
み
先

　

新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　
（
新
潟
県
十
日
町
保
健
所
）

　

地
域
保
健
課　

長
崎

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
２

強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
土
・
日
曜
日
も

相
談
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広
く
子
ど
も

の
人
権
に
関
す
る
こ
と

■
電
話
番
号

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
相
談
時
間

・
８
月
26
日
㈮　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
８
月
27
日
㈯
～
８
月
28
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

・
８
月
29
日
㈪
～
９
月
１
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

◀︎信濃川水系河川整備
計画ホームページの
QRコード

信濃川水系河川整備計画

インターネットで
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通
い
の
場
と
は
、
住
民
同
士
が
気
軽
に

集
い
、
交
流
や
活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い

づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
活

動
で
す
。
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
効

果
も
、
お
お
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
や
茶
話
会
も

通
い
の
場
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
津
南
町
で

は
、
主
な
活
動
を
体
操
（
運
動
）
と
し
て
い

る
も
の
を
通
い
の
場
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
、
タ
カ
ラ
モ
ノ
体
操
を
実
施

し
た
り
、
交
流
を
楽
し
む
な
ど
、
取
り
組

み
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

通
い
の
場
で

み
ん
な
で
楽
し
く

　
　

介
護
予
防
を

10月15日㈯に、３年ぶりとなる
認知症ミニフォーラムを
開催予定です。
詳細は、９月20日号の
広報つなんで
お知らせします。

お 知 ら せ

周りの高齢者が “ いつもと違う ”
と感じたときは、地域包括支援
センターまたは民生委員などに
ご相談ください。

毎年９月と２月は
「新潟県高齢者見守り強化月間」

あいさつ・気くばり・助け合い
できることから　広げよう　支え合い

　上記４つの体操で構成された、50 分程度でできる体操です。町立津南病院の
協力を得て考案しました。簡単な内容で、介護予防の効果がでるように考えられ
ています。
　仲間と一緒に取り組みたいというかたは、地域包括支援センターまでご相談く
ださい。（開催する場合、時期は相談させていただく場合がありますので、ご了承ください。
なお、感染症予防対策を行い開催します。）

とは…
・ストレッチ体操　・筋力トレーニング
・お口の体操　　　・リズム体操 津南小「Takaramono

～苗場山麓ジオパークPRソング～」（ )

タ カ ラ モ ノ 体 操

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター
にんこっこ

だ

ん
だんどうも！



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

広報 12令和４年８月号

　７月 23 日に３年ぶりに津南まつりが開催しました。
当日は多くの来場者で会場が賑わいました。様々な団
体がパフォーマンスを披露し、じゃんけん大会やビン
ゴ大会も行われました。最後は民謡流しとおまつりパ
レード、花火の打ち上げを行い最高に盛り上がった１
日でした。

↑津南まつりといえば民謡流し！

 大地の芸術祭「あしたのあしあととあしおととあたし」
— ８月６日・７日　越後妻有上郷クローブ座 —

 ３年ぶりの津南まつり
— ７月23日　津南町役場駐車場、国道117号 他 —

　８月６日、７日に越後妻有上郷クローブ座で、「あし
たのあしあととあしおととあたし」の演劇が公演され
ました。この演劇は津南町の子どもだけが出演する演
劇で、作家の越智良江さんと子どもたちや協力隊の皆
さんだけで創り上げられました。

↑みんなで息を合わせて踊ります！

↑大迫力の竜神太鼓

↑最初はグー、じゃんけんポン！

↑セリフも歌も踊りもたくさん練習しました
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関
係
人
口
の
増
加
・
移
住
定
住
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
繋
げ
る
た
め
、
株
式
会
社
お
て

つ
た
び
と
連
携
し
、「
お
て
つ
た
び
」
を
し

な
が
ら
津
南
町
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
た
を

募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
お
て
つ
た
び
と
は

　

お
て
つ
た
び
と
は
、「
お
手
伝
い
」
＋

「
旅
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。「
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
知
ら
な
い
地
域
を
旅
し
て

も
ら
い
、
日
本
に
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
地
域

を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
！
」
そ
ん
な
想
い
か
ら
、
株
式
会
社
お
て

つ
た
び
が
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
株
式
会

社
お
て
つ
た
び
は
、
農
家
や
旅
館
な
ど
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
た
い
事
業
者
と
、
お
手
伝

い
を
し
な
が
ら
地
域
を
旅
し
た
い
か
た
と
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

■
お
て
つ
た
び
×
津
南
町

　

こ
の
た
び
、
お
て
つ
た
び
と
町
が
連
携
す

る
取
り
組
み
で
は
、
大
地
の
芸
術
祭
を
楽
し

み
な
が
ら
お
て
つ
た
び
す
る
人
を
募
集
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
町
内
事
業
者
だ

け
で
は
な
く
、
町
も
求
人
者
と
し
て
、
①
ひ

ま
わ
り
広
場
の
ス
タ
ッ
フ
、
②
芸
術
祭
の
案

内
所
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
し
た
。
宿
泊
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
農
山
村
交
流
や

移
住
ツ
ア
ー
な
ど
の
実
績
が
あ
り
、
か
つ
津

南
町
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
「
三
箇
地

区
都
会
と
の
交
流
を
進
め
る
会
」
に
依
頼
し
、

同
会
が
運
営
す
る
、
だ
い
す
き
さ
ん
が
（
旧

三
箇
小
学
校
）を
宿
泊
場
所
に
指
定
し
ま
し
た
。

地
域
の
か
た
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
設
け

る
こ
と
で
、
お
て
つ
た

び
に
参
加
さ
れ
た
か
た

が
、
よ
り
深
く
津
南
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
各
地
か
ら
24
人
の
応
募
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。「
芸
術
祭
に
興
味
が
あ
っ

て
応
募
し
た
」「
お
て
つ
た
び
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て

初
め
て
津
南
町
を
知
っ
た
」
な
ど
、
応
募
動

機
も
様
々
で
す
。
今
回
、
お
て
つ
た
び
と
連

携
す
る
の
は
町
と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み

で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
津
南
町
フ
ァ
ン
が

少
し
で
も
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
お
て
つ
た
び
を
利
用
し
ア
ル
バ
イ

ト
を
求
人
し
た
い
事
業
者
を
随
時
募
集
し
て

い
き
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
か
た
が
い

ま
し
た
ら
、
株
式
会
社
お
て
つ
た
び
に
お
繋

ぎ
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

株
式
会
社
お
て
つ
た
び
と
連
携
中

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
都
市
地

域
か
ら
移
住
し
た
か
た
を
地
方
自
治
体
が

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、

地
域
お
こ
し
の
支
援
、
農
林
水
産
業
へ
の
従

事
、
住
民
の
生
活
支
援
、
情
報
発
信
な
ど
の

各
種
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
定
住

を
図
る
地
域
の
取
り
組
み
を
国
・
町
が
支
援

す
る
制
度
で
す
。 

　

津
南
町
で
は
、
今
年
度
新
た
に
１
名
の
隊

員
が
着
任
し
、
現
在
６
名
が
各
地
域
等
で
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
、
新
た
に
有
害
鳥
獣
対
策
担
当
と

し
て
着
任
し
た
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

　

津
南
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
５
月
よ

り
有
害
鳥
獣
対
策
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
村
上
悦
崇

で
す
。
ご
挨
拶
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
大
変
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
役
大
学
生
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
鳥
獣

被
害
問
題
に
興
味
が
あ
り
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

の
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
津
南
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
は
先
輩
・
後
輩
や
同
級
生
と
と

も
に
一
反
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
の
中
、
手
植
え
で

米
を
作
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ち
ら
の
方
で

は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
イ
ネ
の
踏
み
倒
し
が
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
電
気
柵
を
張
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
様
々

な
か
た
と
交
流
し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、

農
業
の
町
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
野
菜
や
米

な
ど
お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元

気
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

津
南
町
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
外
に
出

て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
気
軽
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↑電気柵設置研修会に参加する村上さん

津
南
に
新
し
い
風

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
～

有害鳥獣対策担当

Pro f i l e
生年月日：2000 年生まれ
出　身　地：大阪府池田市

村上悦崇
むらかみえつたか

株式会社おてつたび
によるリリース内容

はこちら

の

と
り
く
み
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長井 惇子

１
．米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：

　

  

国
際
大
会
と
は

２
．令
和
５
年
の
大
会
開
催
に
向
け
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。秋
山
郷
地
区
担
当
の
長

井
で
す
。や
っ
と
蝉
の
声
が
聞
こ
え
始
め
て
、

本
格
的
な
夏
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。前

回
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
を
書
い
た

の
は
、冬
真
っ
只
中
で
し
た
。そ
の
と
き
は

「
こ
ん
な
に
積
も
っ
て
い
る
雪
が
溶
け
る
な

ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
」と
言
っ
て
い
た
の
で

す
が
、今
は
雪
が
あ
っ
た
様
子
を
全
く
思
い

出
せ
ま
せ
ん
。自
分
が
撮
っ
た
写
真
を
見

返
し
て「
こ
れ
本
当
か
な
」と
す
ら
思
っ
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
が
冬
の
間
に
、こ
ん
な
に

降
っ
て
て
も
夏
に
な
る
と
忘
れ
る
ん
だ
よ

ね
え
と
言
っ
て
い
た
意
味
が
よ
う
や
く
わ

か
り
ま
し
た
。不
思
議
で
す
ね
…
。

　

７
月
で
津
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
て

ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
過
し
、そ
わ
そ
わ
し
て

い
た
去
年
の
夏
と
は
過
ご
し
方
も
少
し
違

い
ま
す
。

　

野
菜
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
、芽
が
出
て

喜
ん
だ
り
、取
っ
て
も
取
っ
て
も
付
く
虫
に

腹
が
立
っ
た
り
、初
収
穫
に
な
ん
だ
か
ド
キ

ド
キ
し
た
り
、草
取
り
を
サ
ボ
っ
て
後
か
ら

苦
労
し
た
り
。我
が
子
を
見
守
る
よ
う
で

楽
し
い
け
れ
ど
、自
分
で
食
べ
る
分
を
作
る

だ
け
で
も
大
変
。今
ま
で
お
店
で
買
う
だ

け
だ
っ
た「
食
べ
物
」を
自
分
で
作
る
と
い

う
感
覚
は
、味
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
、

大
事
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
自
然
と

芽
生
え
ま
す
。食
べ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
っ

て
、本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
ね
。

　

津
南
ま
つ
り
に
も
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。本
格
的
な
開
催
が
３
年
ぶ
り
と
い
う

こ
と
に
加
え
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
判

断
が
難
し
い
な
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、大

盛
況
で
し
た
。私
は
ほ
と
ん
ど
シ
ャ
ボ
ン

玉
広
場
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。来
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
お
か
げ
で
１
日

楽
し
か
っ
た
で
す
。た
く
さ
ん
の
か
た
が
浴

衣
を
着
て
、３
年
ぶ
り
の
露
店
や
ス
テ
ー

ジ
、民
謡
流
し
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
見

て
、と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
心
の
栄
養
の
た
め
に
は
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
等「
楽
し
む
こ
と
」も
必
要
だ
し
、

大
事
だ
な
と
思
い
ま
す
。今
は
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
え
て
き
て
い

る
状
況
な
の
で
、感
染
の
広
が
り
方
を
鑑

み
感
染
対
策
を
し
つ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

我
慢
し
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
大
切
に
、

心
の
健
康
も
保
っ
て
い

き
た
い
で
す
。早
く
イ

ベ
ン
ト
を
心
か
ら
楽

し
め
る
状
況
に
な
れ

ば
い
い
な
あ
と
願
う

毎
日
で
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

こ
の
大
会
は
、
国
内
外
の
お
米
を
一
堂
に

集
め
「
良
質
な
米
づ
く
り
」
に
日
々
精
進
す

る
農
業
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
米
・

食
味
鑑
定
士
協
会
が
主
催
す
る
国
内
最
大
規

模
の
お
米
の
品
評
会
で
す
。

　

例
年
５
，
０
０
０
点
近
く
の
お
米
が
出
品

さ
れ
、
分
析
機
器
等
に
よ
る
１
次
、
２
次
審

査
を
経
て
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
お
米
を
11

月
下
旬
～
12
月
上
旬
に
開
催
す
る
大
会
で
審

査
員
の
実
食
に
よ
り
最
終
審
査
を
行
い
、
表

彰
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
津
南
町
の
農
業

者
も
出
品
し
て
お
り
、
最
高
賞
（
金
賞
）
等
の

受
賞
歴
が
あ
り
ま
す
。

来
年
の
令
和
５
年
に
津
南
町
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
８
月
に
は
、
町
内
関
係
機
関
・
団
体

の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
を
設

立
し
、
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
P
R

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い
て
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
円
滑
な
開
催
に
向
け
て
、
技
術
力

向
上
や
機
運
醸
成
に
向
け
た
町
内
プ
レ
大
会

の
開
催
、
津
南
町
の
食
や
観
光
資
源
な
ど
の

魅
力
発
信
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
県
内
外
か

ら
参
加
さ
れ
る
か
た
が
た
に
対
し
て
「
つ
な

ん
」
ら
し
い
お
も
て
な
し
の
機
会
と
な
る
よ

う
な
大
会
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
つ
い
て
、
津
南
米
の
さ
ら
な

る
品
質
向
上
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か

し
た
米
づ
く
り
の
P
R
な
ど
を
目
的
に
、

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：

国
際
大
会
in
つ
な
ん
」の
令
和
５
年

開
催
に
向
け
て

～
大
会
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

  

米
、か
が
や
く 

河
岸
段
丘
を
潤
す

　
　

  

豪
雪
の
恵
み 

雪
ど
け
水 

～

第１回実行委員会の様子

■お問い合わせ：農林振興課農林班　℡765‐3115



いきいき
大好き
津南町
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こんなかたに
　　特におすすめ!!

水
中
運
動
教
室
・
健
骨
体
操
教
室
に

　
　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　コロナ禍での自粛生活で運動量や人とのかか
わりの減少で体調を崩したかたもいると思いま
す。ストレスによる心の病、生活習慣病の悪化
とそれに伴い認知機能の低下にも繋がりかねま
せん。（私はもう危ないかも？）
　もともと運動習慣の無い私が 50 年以上務めた
仕事のリタイアを機に雪消えから 2 ヵ月位妻と
2 人で早朝ウオーキングをしていました。少々メ
タボ気味の私には舗装路での運動は足、腰に負
担がかかりあまり良くないとの情報が入ってき
ました。そんな時、町の広報で水中運動の存在
を知り参加してみようと決めました。陸では転
倒の心配があり、年配者には中々できない事が
あります。水中運動では大股歩行などでの股関
節の運動や思いきり前倒ししてのジャンプ、回っ
た後の片足バランスで平衡感覚を鍛えるなどの
様々な運動が出来ます。参加者とインストラク
ターとのコミュニケーションも楽しい一時です。
参加者が増えるともっと楽しめると思います。

　津南町では、高齢者一人ひとりが自立し、生
涯自分のやりたいことを楽しめる体づくりを目
標に、平成 13 年度よりクアハウス津南で水中
運動教室、各公民館で健骨体操教室を実施して
います。
　今回お二人のかたから参加しての感想を寄せ
ていただきました。

■対象者
・津南町に住む 60 歳以上（年度末年齢）のかた
・着替えや移動など身の回りのことが自分でできるかた

■実施内容 など
・場所：クアハウス津南
・内容：週 1 回の水中運動と健骨体操
・実施時間：月・火・木・金曜日 の午前

男性教室は金曜日の午後
・参加費用： 25,000 円／年（税込み）

※保険料別途徴収
※参加した月により、料金設定あり

・送迎：対応可能です。( 冬期間は一部地域休止あり）

男性教室の送迎はありません。
■お問い合わせ

クアハウス津南　℡ 765-3711
福祉保健課　健康班　℡ 765-3114

水中運動に参加して
大見　幸雄

　運動が苦手な私が水中運動に興味をもったの
は、膝の痛みからです。リハビリをして膝の調
子を整える予定が、両膝を手術する予定になっ
てしまいました。
　手術後 7 年になり、正座は難しいが痛みは無
く、脚の筋力もつき、日常生活も問題なく過ご
せています。コロナが落ちついたので上高地ま
で友人と行き 19,037 歩歩いてきました。これ
も週一回の水中運動をしているからと思ってい
ます。
　健骨体操は正座が出来ないため、断っていま
したが、試しに一回参加したところ楽しいでは
ありませんか。頭の体操はいつも苦笑いですが、
体操の後は体も軽く、達成感が有ります。

水中運動と健骨体操に出会って
涌井美枝子

感染対策
水中運動教室、健骨体操ともに感染対策を行ってい
ます。（送迎バスや教室に定員を設ける。消毒や換気、3 密
を避けるなど）

■対象者
・町内に住むかたならどなたでも参加可
・会場まで自力で来られるかた

■実施内容 など
・場所：町内各地区公民館（29 会場）

・内容：週１回又は 2 週間に 1 回の健骨体操
・実施時間：1 教室　60 分程度
・参加費用：1 回 300 円（チケット制）

■お問い合わせ
NPO 法人 Tap（タップ）　℡ 765-5776

楽しみが減った

足腰の痛み

体力が落ちた

参加者
の声

参加者
の声

水中運動教室 健骨体操教室

今月は
瀧澤 章子

保健師
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『女性の覚悟』 ……………………………………………… 主婦の友

とも

社
しゃ

●『人はどこまで合理的か』 …………………………… 草
そう

思
し

社
しゃ

●『目でみる日本史』 ………………………………………… 東京書籍
●『日本のいちばん長い日』 ……………………… 文

ぶん

藝
げい

春
しゅん

秋
じゅう

●『任
にん

侠
きょう

楽
がく

団
だん

』 ………………………………………………………… 今
こん

野
の

　敏
びん

●『鷹
たか

の系
けい

譜
ふ

』 …………………………………………………… 堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『夜に星を放つ』 ……………………………………………… 窪
くぼ

　美
み

澄
すみ

●『三千円の使いかた』 …………………………… 原
はら

田
だ

　ひ香
か

【子どもの本】 
●『ナゾトキ・ハンター 人食いザメが守る島』
 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『どっちが強い！？ミズダコvsノコギリエイ』
 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『かいけつゾロリにんじゃおばけあらわる！』
 ………………………………………………………………………………… 原　ゆたか
●『香

こう

君
くん

』 …………………………………………………………上
うえ

橋
はし

　菜
な

穂
ほ

子
こ

●『恐竜トリケラトプスとウミトカゲ』
 …………………………………………………………………… 黒川　みつひろ
●『ねずみくんはカメラマン』
 …………………………………………………………………… なかえ　よしを
●『ミニオンズ ミニオンズフィーバー』
 ………………………………………………………………… レナウド・コリン
●『パンどろぼうとなぞのフランスパン』
 ……………………………………………………………………………柴田　ケイコ

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
。そ
ん
な
時
に
は
ぜ
ひ
公
民
館
図

書
室
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。ク
ー

ラ
ー
が
効
い
て
い
て
涼
し
く
て
快
適
で

す
よ
。宿
題
に
、読
書
に
、調
べ
も
の
に

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

世
は
夏
休
み
終
盤
で
す
。皆
様
の
夏

は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
今
年

は
各
地
で
祭
り
や
花
火
な
ど
イ
ベ
ン

ト
が
再
開
し
、だ
ん
だ
ん
と
元
通
り
に

な
っ
て
、夏
ら
し
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
も

実
施
で
き
、子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
津

南
の
夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

・
・
・
蔵
書
点
検
で
図
書
室

　
　
　

 

臨
時
休
業
し
ま
す
・
・
・

　

８
月
30
日
㈫
か
ら
９
月
２
日
㈮
ま
で
、

蔵
書
点
検
実
施
の
た
め
図
書
室
を
臨
時

休
業
し
ま
す
。29
日
㈪
の
公
民
館
休
館

日
と
合
わ
せ
た
５
日
間
、図
書
室
の
利

用
・
貸
出
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
図
書
室
以
外
の
公
民
館
は
通
常
ど
お

り
使
用
で
き
ま
す（
８
月
29
日
の
休
館

日
を
除
く
）。

※
休
業
期
間
中
に
図
書
の
返
却
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、２
階
事
務
所
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
来
の
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
が
、

返
却
期
限
日
が
休
業
日
と
重
な
る
場

合
、期
限
日
を
休
業
明
け
の
９
月
３

日
㈯
に
延
長
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

※「
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
」で
貸
し
出
し

を
し
た
図
書
は
、期
限
日
の
延
長
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、期
限
内
に
必
ず

返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
お
知
ら
せ
・
・
・

　

津
南
町
公
民
館
の
一
階
は
４
回
目
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、図
書

室
は
通
常
通
り
開
室
し
て
お
り
ま
す
の

で
、気
兼
ね
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑

す
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。何
か

と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。皆
様

の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

　

図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着

用
」、「
長
時
間
利
用
の
回
避
」を
配
慮
い

た
だ
く
と
と
も
に
、必
ず「
入
室
者
記
入

用
紙
」を
記
入
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
休
館
日

　

８
月
29
日
㈪
～
９
月
２
日
㈮
、

　

９
月
26
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間（
※
予
約
が
な

い
場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

みらいのえんそく
かざんのしまへ

　未来の遠足を予想して描かれた「未知との
遭遇」の本です。スクールコプターに乗って火
山の島へ向かいます。流れるマグマや吹き出す
間欠泉に子どもたちは大喜びです。でも一人だ
け・・・。気になる続きは公民館図書室で！

ジョン・ヘア

広報ライブラリー
今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−

８月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

娘む
す
め

の
名な

見み

付つ

け
て
嬉う

れ

し
葉は

ざ
く
ら
の

『
段だ

ん

丘き
ゅ
う

桜ざ
く
ら

』
大た

い

木ぼ
く

と
な
り
て
（
長
女
が
生
ま
れ
た
年
に
植
え
た
桜
）

 

風
巻
淳
子

大た
い

輪り
ん

の
乳に

ゅ
う

白は
く

色し
ょ
く

の
牡ぼ

丹た
ん

咲さ

き
ぬ

五い
つ

日か

楽た
の

し
み
て
花は

な

は
崩く

ず

れ
つ 

江
村
美
智
代

戦せ
ん

争そ
う

は
破は

壊か
い

行こ
う

動ど
う

殺さ
っ

傷し
ょ
う

と

胸む
ね

の
苦く

る

し
み
行い

き
場ば

な
く
お
り 

小
島
香
代
子

普ふ

段だ
ん

よ
り
て
き
ぱ
き
動う

ご

き
我わ

れ

を
待ま

つ

ゴ
ー
グ
ル
頭あ

た
ま

に
ス
キ
ー
へ
と
向む

か
う
（
風
菜
六
歳
）

 

江
村
大
輔

真ま

上う
え

か
ら
原げ

ん

爆ば
く

投と
う

下か

の
再さ

い

現げ
ん

見み

し

身み

の
竦す

く

ま
り
て
立た

ち
暗く

ら

み
せ
り 

津
端
恵
子

夏な
つ

の
朝あ

さ

幼お
さ
な

ら
の
声こ

え

響ひ
び

き
き
て

ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
水み

ず

張は

ら
れ
ゆ
く 

貝
澤
圭
子

農の
う

繁は
ん

期き

に
入に

ゅ
う

院い
ん

す
る
は
わ
が
不ふ

徳と
く

徳と
く

あ
り
し
義は

母は

農の
う

閑か
ん

期き

に
逝い

く 

関
谷
郁
子

時じ

代だ
い

遅お
く

れ
の
手て

植う

ゑえ

田だ

に
植う

ゑえ

し
早さ

苗な
え

を

「
き
れ
い
」
と
褒ほ

め
て
く
る
る
人ひ

と

あ
り

 

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

呼よ

び
に
来き

て
子こ

よ
り
本ほ

ん

気き

の
水み

づ

遊あ
そ

び 

千
年
雄

万ま
ん

年ね
ん

の
雄を

羊し

歯だ

の
陰か

げ

に
泉い

づ
み

湧わ

く 

緑　

病わ
く
ら

葉ば

の
ま
た
流な

が

れ
く
る
山や

ま

清し

水み
づ 

房　

良

木こ

下し
た

闇や
み

小ち

さ
き
祠ほ

こ
ら

の
鎮ち

ん

座ざ

せ
り 

芳　

司

沼ぬ
ま

大お
お

き
静し

づ

か
に
さ
わ
ぐ
水み

づ

す
ま
し 

渡　

舟

そ
の
刺と

げ

の
空く

う

気き

つ
き
さ
す
胡き

瓜う
り

か
な 

壽　

子

ゆ
ず
り
葉は

や
孫ま

ご

は
二に

歳さ
い

の
盛せ

い

夏か

か
な 

守　

人

足あ
し

す
く
む
木き

の
根ね

の
形か

た
ち

蛇へ
び

に
見み

え 

フ
ミ
子

く
れ
よ
ん
を
握に

ぎ

り
駆か

け
来く

る
孫ま

ご

鈴り

音ん

に

月つ
き

の
カ
レ
ン
ダ
ー
剥は

ぎ
て
用よ

う

意い

す
（
鈴
音
二
歳
）

 

丸
山
直
子

石い
し
の

巻ま
き

が
故ふ

る

郷さ
と

の
母は

は

は
夏な

つ

の
今い

ま

を

「
秋さ

刀ん

魚ま

は
ま
だ
か
」
と
繰く

り
返か

え

し
訊き

く

 

小
野
寺
恒
代

ク
リ
ス
マ
ス
を
独ひ

と

り
迎む

か

ふう

る
わ
れ
の
た
め

嫁よ
め

よ
り
届と

ど

き
ぬ
プ
チ
ケ
ー
キ
二に

種し
ゅ 

麻
績
初
恵

う
ぐ
い
す
の
声こ

え

を
真ま

上う
え

に
狭せ

ま

き
道み

ち

小こ

雨さ
め

に
濡ぬ

る
る
山や

ま

う
つ
ぎ
花ば

な 

高
橋
春
枝

兄あ
に

嫁よ
め

の
吾わ

れ

の
葬そ

う

儀ぎ

を
み
と
る
筈は

ず

の

義ぎ

弟て
い

は
遺い

骨こ
つ

と
な
り
て
帰か

え

り
ぬ
（
五
月
・
病
気
療
養
中
に
）

 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

炎え
ん

天て
ん

下か

風ふ
う

車し
ゃ

の
付つ

き
し
作さ

業ぎ
ょ
う

衣い

で

き
び
き
び
仂は

た
ら

く
井い

戸ど

掘ほ

り
職し

ょ
く

人に
ん 

中
村
武
子

秋あ
き

野や

菜さ
い

の
種た

ね

蒔ま

き
迫せ

ま

り
畑は

た

覆お
ほ

ふ

雑ざ
っ

草そ
う

と
り
に
夢む

中ち
ゅ
う

の
朝あ

さ

夕ゆ
う 

島
田
眞
之
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＜実施された行事＞
〔７月〕
	20日～22日	 第２回定例会
	 22日	 議会広報特別委員会
	 22日	 議員定数等特別委員会
	 22日	 全国大会出場選手壮行会（議長）
	 25日	 千曲川信濃川（飯山中里間）直轄
	 	 河川編入連絡協議会総会（議長）
	 26日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	（議長・組合議会議員）
	 26日	 津南未来会議・議員定数等
	 	 特別委員会懇談会
	 28日	 全議員研修会（前期）
〔８月〕
	 2日	 昨年度主要事業現地監査（監査委員）

	 3日	 全員協議会
	 3日	 議員定数等特別委員会
	 4日	 新潟県町村監査委員会定期総会・
	 	 町村監査研修会（監査委員）
	 10日	 上越魚沼地域振興快速道路建設促進
	 	 期成同盟会定期総会（議長）
＜今後予定されている行事＞
〔８月〕
	 24日	 第３回定例会一般質問締め切り日
	 24日	 県町村議会議長会議長会議（議長）
〔９月〕
	 2日	 議会運営委員会
	 2日	 全員協議会
	 8日	 第３回定例会開会日

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 1600日 島田ミサ（赤沢）
 1300日 石沢由美子（十二ノ木）
 1000日 桑原トメ（秋成）
 800日 桑原正（船山）
 600日 江村リン（押付）
 400日 板場ウメ（割野）、涌井和子（割野）
 300日 桑原イツ（貝坂）、桑原良江（貝坂）

主な運動：ゴルフ、ウォーキング、健骨体操、水中運動、
ラジオ体操、テレビ体操他

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
※
）、
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
と
き
に
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間

の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
や

生
活
保
護
の
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
期
間
な
ど
は
、
本
人
か
ら
の

届
出
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
が

全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
法

定
免
除
と
い
い
ま
す
。

※
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
数
え
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

〈
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項
〉

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
残

り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付

し
て
い
な
い
場
合
は
追
納
で
き
ま

せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か

た
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
う

ち
、
原
則
古
い
期
間
の
も
の
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
追
納
す
る
た
め
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。「
国
民
年
金
保
険
料
追
納

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
提

出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
提
出
も

可
能
で
す
。
申
込
書
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

※
追
納
の
ご
相
談
は
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

津南町防災メールに登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報などをメールにて配信!
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

追
納
と
は

～
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
か
た
へ
～
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

苗
場
山
麓
の
地
質
、気
候
、生
態
系
、人
々

と
の
関
わ
り
を
表
現
す
る
地
域
産
品
を
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
商
品
「
大
地
の
た
か

ら
も
の
」
と
し
て
認
定
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

振
興
と
商
品
の
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
11
事
業
者
に
よ
る
13
の
商
品
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
品
の
認
定
は
２
年

に
１
回
。
今
年
は
第
２
回
の
認
定
審
査
会
を

実
施
し
、
新
た
な
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
該
当
商
品

　

飲
食
物
、
農
産
物
、
食
品
、
飲
料
品
、
工

芸
品
、
紙
製
品
、
布
製
品
な
ど

■
申
請
要
件

①
苗
場
山
麓
の
地
質
・
地
形
・
気
候
・
生
態

系
と
、
人
々
の
暮
ら
し
の
つ
な
が
り
を
語

れ
る
商
品

　

※
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
成
が
必
要
で
す

②
次
の
条
件
の
う
ち
２
つ
以
上
が
当
て
は
ま

る
商
品

・
エ
リ
ア
内
で
産
出
・
生
産
さ
れ
た
原
料
を

一
部
に
使
っ
て
い
る
。

・
地
形
を
真
似
る
な
ど
各
サ
イ
ト
を
想
起
さ

せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
商
品

「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」
新
商
品
募
集
中

・
ジ
オ
サ
イ
ト
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
す
る

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
名
称
等
を
主
た
る
デ

ザ
イ
ン
や
商
品
名
に
使
用
し
て
い
る
。

・
製
造
の
最
終
工
程
が
エ
リ
ア
内
の
工
場
や

工
房
、
食
堂
等
で
制
作
さ
れ
た
商
品

③
法
令
遵
守
、
他
の
特
許
品
等
の
模
倣
品
で

な
い
、
必
要
な
許
可
を
得
て
い
る
、
権
利

の
侵
害
が
な
い
な
ど
、
商
品
の
販
売
に
関

し
て
必
要
な
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
こ
と

（
例
：
食
品
衛
生
ほ
か
）

■
申
請
締
切　

令
和
４
年
11
月
30
日

■
応
募
方
法　

下
記
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
認
定
期
間　

認
定
日
か
ら
2
年
（
認
定
継

続
は
再
審
査
を
行
い
ま
す
。）

■
審
査
基
準

①
商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
商

品
と
し
て
適
切
な
物
語
と
な
っ
て
い
る
か
。

②
商
品
が
魅
力
的
か
。（
見
た
目
や
味
な
ど
）

③
商
品
や
物
語
を
人
に
伝
え
た
い
と
感
じ
た
か
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

１
月
…
審
査
会

　

２
月
…
認
定
式
（
予
定
）

■
認
定
事
業
者
の
特
典　

お
店
の
ポ
ッ
プ
な

ど
に
活
用
で
き
る
の
ぼ
り
旗
や
認
定
証
を
贈

呈
。
事
務
局
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
な
ど
積
極
的
に
広
報
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

津
南
町
観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

（
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会 

商
品
開
発
部
会 

事
務
局
）

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

GoGo　Tap スイミングスクール！

　

今
回
は
雑
魚
川
の
大
滝
を
目
指
し
て
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。ガ
イ
ド
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

　

９
月
25
日
㈰　

午
前
８
時　

役
場
集
合

■
対　

象

　

18
歳
以
上
の
男
女

■
参
加
費

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

２
，２
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

３
，３
０
０
円

■
定　

員　

15
名  

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
お
申
し
込
み
方
法

　

９
月
16
日
㈮
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

■
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
等
に
よ
っ
て
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先・お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
）

■
日　

程　

8
月
27
日
㈯
～
11
月
19
日
㈯

　

毎
週
土
曜
日

　

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時　

間

　

幼
児　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
15
分

　

児
童　

午
前
11
時
30
分
～
午
前
12
時
30
分

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

プ
ー
ル

■
対　

象　

年
中
～
小
学
6
年
生

■
料　

金　

１
１
，４
０
０
円（
税
込
）

　
　
　
　
　
（
会
員
割
引
１
０
，３
０
０
円
）

■
定　

員　

若
干
名

　

※
ク
ラ
ス
に
よ
り
空
き
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

8
月
22
日
㈪
午
後
３
時
よ
り
電
話
に
て
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。ご
希
望
の
か
た
は
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先・お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

T
a
p
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

短
期
水
泳
教
室（
10
回
コ
ー
ス
）募
集
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N
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ation

■人口8,948（−16）　男4,350（−３）　女4,598（−13）

■世帯数3,472（−６）　■転入／ 15　■転出／ 13　■出生／６　■死亡／ 24　■婚姻／１８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　

暑
く
て
た
ま
ら
ず
ク
ー

ラ
ー
を
つ
け
る
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
私
は
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。津
南
ま

つ
り
と
ひ
ま
わ
り
広
場
が
久
し
ぶ
り
に
開
催
し
、写

真
を
撮
り
に
行
く
つ
い
で
に
私
も
そ
の
場
の
空
気
を

味
わ
い
ま
し
た
。来
場
者
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
撮
影
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。夏
も
も

う
じ
き
終
わ
り
で
す
。や
り
残
し
た
こ
と
が
な
い
よ

う
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。	

反
り
目
直
史

●秋季企画展 「苗場山麓1,800万年の軌跡」
　会　期：9月3日㈯～10月23日㈰
　入館料：一般300円、中学生以下無料
　苗場山麓大地の成り立ちを知り、自然

とヒトとの関わりを考古資料、歴史資料、

民俗資料の展示を通して紹介します。

●「骨で針をつくろう」 体験
　日　時：9月11日㈰　午前10時～午前12時
　体験料：1,500円　　対　象：小学3年生～大人
　縄文時代は骨や角で針を作って使っていました。

動物の骨で針を作って使ってみましょう。

●「石鏃（せきぞく）と矢づくり」 体験
　日　時：9月24日㈯　午前10時～午前12時
　体験料：700円　　対　象：10才～大人
　黒曜石で矢じりを作り、矢にします。

　※軍手をご持参ください。

●「原石からつくる剥片石器」 体験
　日　時：9月25日㈰　午前10時～午前11時
　体験料：500円　　対　象：10才～大人
　石器には様々な種類の石が使われていました。

原石を割って剥片石器を作ります。※軍手をご持参ください。

●文化遺産カード
　文化遺産をめぐってコレクションカードを集めましょう！

　津南町の文化遺産カードは16枚。カードになっている文化

遺産の写真を撮り、撮影した画像をなじょもんまたは、歴史民

俗資料館の受付で提示していただくとカードをお渡しします。

　詳しくは、文化遺産カード公式ホームページまたは、なじょもんにお問い合

わせください。

ひんご遺跡
（栄村教育委員会提供）

石鏃と矢づくり

原石からつくる剥片石器

文化遺産カード

９月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈯ 10:00～11:00 ひょうたん細工 300 低学年以上

4日㈰ 10:00～12:00 草花を採って遊ぼう 500 低学年以上

10日㈯ 10:00～11:00 カラムシのストラップ 500 中学年以上

11日㈰ 10:00～12:00 骨で針をつくろう 1,500 中学年以上

17日㈯ 9:00～10:30 身近な薬草 500 低学年以上

18日㈰
10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

13:30～14:30 苔玉づくり 700 低学年以上

19日㈪ 10:00～12:00 勾玉づくり 500 低学年以上

23日㈮
10:00～11:00 弓矢づくり 300 低学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

24日㈯
10:00～12:00 石鏃と矢づくり 700 10才以上

13:30～14:30 木の実の工作 500 低学年以上

25日㈰ 10:00～11:00 原石からつくる剥片石器 500 10才以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

惣山　海
かい

李
り

（正面） 海周さん
 久未さん

内山　琥
こ

心
こ

（芦ヶ崎） 裕介さん
 森恵さん

篠原すみれ（外丸） 邦彦さん
 加奈さん

涌井　志
し

文
もん

（岡） 俊貴さん
 聖子さん

桑原　海
かい

琉
る

（船山） 拓也さん
 由己さん

恩田百合子さん	 （78歳・鹿渡）

桑原　達也さん	 （87歳・反里口）

中澤　庚一さん	 （81歳・中深見）

富澤　スミさん	 （88歳・かりんの里）

山田　博之さん	 （34歳・大割野）

島田美枝子さん	 （79歳・赤沢）

桒原　貞雄さん	 （89歳・陣場下）

滝沢　　望さん	 （61歳・田中）

村山　トラさん	 （95歳・押付）

小林フミエさん	 （94歳・恵福園）

桑原キクイさん	 （94歳・陣場下）

山本　サイさん	 （99歳・上野）

麻績　　詮さん	 （93歳・中子）

山田治一郎さん	 （92歳・正面）

池田　イミさん	 （73歳・大割野）

保坂　きわさん	 （103歳・大井平）

桑原　昭子さん	 （94歳・陣場下）

瀧澤　　仁さん	 （61歳・十二ノ木）

小林サトミさん	 （92歳・羽倉）

保坂　信司さん	 （70歳・大井平）
広

報
つ

な
ん
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@
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w
n
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u
n
a
n
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a
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■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

８
月
６
日
と
７
日
に
、大
地
の
芸
術
祭

「
あ
し
た
の
あ
し
あ
と
と
あ
し
お
と
と
あ
た
し
」の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。出
演
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
な
が
ら
演
じ
て
い
ま
し
た
。


